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の
た
め
に
必
要
な
所
要
額
の
確
保
な
ど
、
地
元
の
声
が
最
大
限
に
反
映

さ
れ
た
新
た
な
奄
振
法
の
成
立
は
、森
山 

裕
自
由
民
主
党
奄
美
振
興
特

別
委
員
会
委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る
同
特
別
委
員
会
の
皆
様
、
窪
田
哲

也
公
明
党
奄
美
テ
ィ
ダ
委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る
同
委
員
会
の
皆
様
な

ど
を
中
心
と
し
た
、
政
治
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
な
け
れ
ば
実
現
し
得

な
か
っ
た
。

ま
た
、
奄
美
群
島
の
実
情
を
深
く
理
解
し
、
奄
美
の
未
来
に
向
け
た

絵
姿
を
示
し
て
い
た
だ
い
た
国
土
交
通
省
お
よ
び
関
係
省
庁
の
皆
様
や
、

塩
田
康
一
鹿
児
島
県
知
事
を
は
じ
め
と
す
る
県
当
局
の
並
々
な
ら
ぬ
ご

努
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
新
た
な
奄
美
振
興
の
扉
が
開
か
れ
た
と
い

え
る
。
今
回
の
法
改
正
に
あ
た
っ
て
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
皆

様
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

地
元
の
声
が
最
大
限
に
反
映
さ
れ
た
改
正
法

奄
美
大
島
、
加か

計け

呂ろ

麻ま

島じ
ま

、
請う

け

島じ
ま

、
与よ

路ろ

島し
ま

、
喜
界
島
、
徳
之
島
、
沖お

き

永の
え

良ら

部ぶ

島じ
ま

、
与
論
島
の
有
人
八
島
・
一
二
市
町
村
で
構
成
さ
れ
る
奄
美

群
島
。
そ
の
日
本
復
帰
七
〇
周
年
の
喜
び
に
沸
き
返
る
令
和
五
年
一
二

月
二
五
日
の
三
日
前
に
令
和
六
年
度
政
府
予
算
案
が
発
表
さ
れ
、
第
二

一
三
回
国
会
に
お
い
て
、「
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
以
下
、奄

振
法
）」
の
改
正
・
延
長
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

今
回
改
正
さ
れ
た
奄
振
法
は
、
奄
美
振
興
に
お
い
て
歴
史
的
転
換
点

と
も
い
う
べ
き
新
た
な
法
律
に
進
化
し
た
も
の
と
感
じ
て
い
る
。
離
島

運
賃
割
引
（
航
路・航
空
路
運
賃
の
軽
減
）
に
お
け
る
沖
縄
路
線
の
追
加
、農

林
水
産
物
を
は
じ
め
と
す
る
戦
略
産
品
の
輸
送
費
支
援
の
対
象
に
畜
産

品
を
加
え
、
沖
縄
向
け
の
移
出
も
追
加
す
る
な
ど
の
制
度
拡
充
と
、
そ

奄
美
群
島
広
域
事
務
組
合
管
理
者
／
鹿
児
島
県
奄
美
市
長
　
安や

す

田だ 

壮そ
う

平へ
い

新
た
な
奄
美
群
島
の

礎
を
つ
く
る
奄
振
法

改
正
法
への
期
待

昭和 54 年鹿児島県奄美市名
瀬生まれ。東京大学法学部 、
松下政経塾卒。奄美市議会議
員を経て、令和3 年12月奄美
市長就任（現在1期目）。令和4年
2月に奄美群島広域事務組合
管理者に就任、現在に至る。
座右の銘は「志をもってこの
故郷に生きる」。
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も
回
復
に
向
け
た
継
続
的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

奄
美
群
島
成
長
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
３
の
策
定

こ
れ
ま
で
奄
美
群
島
一
二
市
町
村
は
、
群
島
民
の
幸
福
度
を
向
上
す

る
た
め
平
成
二
五
年
二
月
に
策
定
さ
れ
た
「
奄
美
群
島
成
長
戦
略
ビ
ジ

ョ
ン
」
の
も
と
、
各
種
施
策
に
取
り
組
み
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
き
た
。

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
か
ら
一
〇
年
を
迎
え
、
交
流
人
口
の
増
加
や
一

人
あ
た
り
農
業
産
出
額
の
増
加
、
水
産
物
の
島
外
出
荷
量
の
増
加
、
起

業
数
の
増
加
な
ど
の
成
果
が
生
ま
れ
た
一
方
で
、
担
い
手
の
育
成
・
確

保
、域
内
循
環
率
の
向
上
、関
係
人
口
の
創
出
、自
然
や
文
化
の
保
全・

継
承
、
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
の
課
題
が
今
な
お
残
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
奄
美
群
島
を
取
り
巻
く
環
境
も
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
近
年
の

急
速
に
進
む
円
安
や
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
情
勢
に
起
因
す
る
原
油
高
な
ど
、

島
嶼
部
で
あ
る
た
め
物
価
が
高
い
奄
美
に
お
い
て
、
農
林
水
産
業
な
ど

の
産
業
や
住
民
生
活
に
さ
ら
な
る
負
担
が
か
か
る
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

近
隣
諸
国
と
の
間
で
領
土
問
題
が
起
き
て
い
る
現
況
に
あ
っ
て
、
奄

美
群
島
に
人
が
居
住
し
て
い
る
こ
と
は
、
領
海
な
ど
の
確
保
に
関
す
る

活
動
の
拠
点
な
ど
国
土
保
全
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
操
業
漁
船
の
安
全

性
の
確
保
や
緊
急
時
の
避
難
場
所
の
提
供
な
ど
、
国
家
的
観
点
か
ら
も

奄
美
群
島
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
加
え
て
、
奄
美
の
豊
か

な
自
然
や
固
有
の
文
化
、
歴
史
な
ど
を
継
承
・
活
用
す
る
こ
と
が
国
民

こ
れ
ま
で
の
奄
美
群
島
の
振
興
開
発

日
本
復
帰
の
翌
年
の
昭
和
二
九
年
に
議
員
立
法
と
し
て
成
立
し
た

「
奄
美
群
島
復
興
特
別
措
置
法
」
か
ら
「
奄
美
群
島
振
興
特
別
措
置
法
」、

現
在
の
奄
振
法
ま
で
、
奄
美
群
島
に
か
か
る
特
別
措
置
法
は
数
次
の
改

正
・
延
長
が
な
さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
復
興
当
初
は
道
路
や
河
川

な
ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
や
文
教
施
設
、
電
力
な
ど
の
整
備
事
業
が
中
心

だ
っ
た
が
、
奄
美
群
島
振
興
特
別
措
置
法
時
に
は
群
島
内
外
を
結
ぶ
結

節
点
と
な
る
空
港
や
港
湾
、
産
業
振
興
の
た
め
の
農
業
基
盤
も
こ
れ
ま

で
以
上
に
積
極
的
に
整
備
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
高
い
流
通
コ
ス
ト
や
台
風
常
襲
地
帯
な
ど
の
地
理

的
な
不
利
性
か
ら
、
地
域
経
済
の
閉
塞
感
が
蔓
延
し
て
い
る
状
況
も
あ

る
。
こ
れ
ら
の
課
題
の
解
消
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
の
が
、
平
成
二

六
年
度
に
創
設
さ
れ
た
「
奄
美
群
島
振
興
交
付
金
（
以
下
、奄
振
交
付
金
）」

で
あ
る
。

奄
振
交
付
金
に
よ
り
、
農
林
水
産
物
な
ど
戦
略
産
品
の
輸
送
費
や
航

路
・
航
空
路
運
賃
の
低
廉
化
、
観
光
旅
客
の
来
訪
及
び
滞
在
の
促
進
な

ど
に
関
す
る
事
業
へ
の
支
援
を
通
じ
、
奄
美
群
島
の
特
性
に
応
じ
た
産

業
の
振
興
や
住
民
の
生
活
の
利
便
性
向
上
な
ど
が
図
ら
れ
て
き
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
例
え
ば
、
入
込
客
数
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
流
行
前
に
は
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。
た
だ
し
、
同
感
染

症
は
奄
美
群
島
内
の
産
業
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
お
り
、
現
在
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に
対
す
る
人
間
性
回
復
の
場
の
提
供
に
も
つ
な
が
っ
て
お
り
、
国
民
的

役
割
も
担
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
昨
今
の
少
子
高
齢
化
の
影

響
な
ど
に
よ
り
、
令
和
二
年
の
国
勢
調
査
の
奄
美
群
島
の
人
口
は
約
一

〇
万
四
〇
〇
〇
人
と
な
っ
て
お
り
、
昭
和
三
〇
年
時
点
の
約
半
数
に
ま

で
人
口
減
少
が
進
行
し
て
い
る
。

上
述
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
奄
美
群
島
市
町
村
長
会
は
「
群
島
民
の

幸
福
度
」
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
た
め
、
令
和
六
年
度
以
降
に
お
け
る

一
〇
年
間
の
指
針
と
な
る
新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を
決
定
し
た
。
新

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
各
島
で
の
民
間
委
員
を
含
め
た
分

科
会
を
実
施
し
た
ほ
か
、
提
言
機
関
で
あ
る
「
奄
美
群
島
成
長
戦
略
推

進
懇
話
会
」
を
計
七
回
開
催
し
た
。
同
懇
話
会
は
、
奄
美
群
島
主
要
五

島
の
代
表
市
町
村
長
の
ほ
か
、
学
識
経
験
者
や
奄
美
出
身
の
本
土
在
住

者
に
加
え
、
地
元
に
お
け
る
議
論
を
国
・
県
の
立
場
で
ス
ト
レ
ー
ト
に

受
け
止
め
て
い
た
だ
き
、
奄
美
群
島
の
将
来
に
向
け
た
方
向
性
を
と
も

に
議
論
す
る
た
め
国
土
交
通
省
国
土
政
策
局
特
別
地
域
振
興
官
、
鹿
児

島
県
総
合
政
策
部
地
域
政
策
総
括
監
に
も
ご
参
画
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
令
和
五
年
二
月
、
奄
美
群
島
成
長
戦

略
推
進
懇
話
会
の
最
終
提
言
を
受
け
、
奄
美
群
島
市
町
村
長
会
に
お
い

て
策
定
さ
れ
た
の
が
「
奄
美
群
島
成
長
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
３
（
以

下
、
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
３
）」
で
あ
る
。
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
３
で
は
、
前
ビ

ジ
ョ
ン
の
基
本
理
念
で
あ
る
重
点
三
分
野
（
農
業
、
観
光
・
交
流
、
情
報
）

を
継
承
し
つ
つ
、
新
た
に
三
つ
の
柱
（
つ
な
ぐ
宝
、
稼
ぐ
力
、
支
え
る
基
盤
）

を
基
軸
と
し
て
、
自
然
と
文
化
を
守
り
受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、
仕
事
の

創
出
に
重
点
を
置
い
た
産
業
振
興
を
目
指
す
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て

い
る
。

な
お
、
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
３
は
、
国
の
奄
美
群
島
振
興
開
発
審
議
会

や
鹿
児
島
県
に
対
し
、
地
元
が
考
え
る
奄
美
群
島
の
将
来
像
と
、
そ
の

実
現
の
た
め
の
方
策
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
提
出
し
て
い
る
。

ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
３
を
具
体
化
す
る
奄
振
交
付
金
の
拡
充

奄
美
群
島
一
二
市
町
村
で
は
、
今
回
拡
充
さ
れ
た
奄
振
交
付
金
制
度

は
、
ま
さ
に
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
３
を
具
体
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
地
元
で
は
、「
つ
な
ぐ
宝
」「
稼
ぐ
力
」「
支
え
る
基
盤
」
を

基
軸
に
、
自
然
と
文
化
の
継
承
や
仕
事
の
創
出
に
重
点
を
置
い
た
産
業

振
興
を
目
指
す
た
め
の
積
極
的
な
施
策
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、「
移

住・定
住
」「
教
育
の
充
実
」
を
人
材
の
確
保
や
他
地
域
か
ら
の
独
自
化

0

0

0

を
進
め
る
エ
ッ
セ
ン
ス
と
し
て
奄
振
交
付
金
を
活
用
し
て
い
く
計
画
で

あ
る
。

今
回
の
法
改
正
で
は
「
移
住
の
促
進
」
が
新
た
に
目
的
規
定
に
加
え

ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
、
奄
振
法
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
社
会
資
本
の
整

備
や
交
付
金
制
度
に
お
い
て
、
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
の
定
住
環
境
の

改
善
に
取
り
組
み
成
果
を
上
げ
て
き
て
は
い
る
が
、
他
地
域
へ
の
若
年

層
の
流
出
や
高
齢
化
の
進
展
に
よ
っ
て
地
域
の
担
い
手
は
今
な
お
不
足
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し
て
い
る
。
改
善
に
向
け
、
群
島
民
の
定
住
の
促
進
に
加
え
、
群
島
外

か
ら
人
材
を
呼
び
込
む
必
要
が
あ
る
。
移
住
の
促
進
に
向
け
て
は
、
仕

事
の
創
出
や
住
居
の
確
保
の
ほ
か
、
多
様
な
施
策
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

奄
振
交
付
金
に
お
い
て
新
た
に
空
き
家
の
改
修
に
対
す
る
支
援
が
拡
充

さ
れ
た
こ
と
は
、
空
き
家
の
利
活
用
に
対
す
る
地
元
の
取
り
組
み
を
大

き
く
後
押
し
す
る
も
の
と
し
て
期
待
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
奄
美
群
島
で
は
、
大
学
な
ど
に
進
学
す
る
た
め
群
島
を
離

れ
る
若
年
層
が
多
く
、
卒
業
後
も
群
島
に
帰
っ
て
こ
な
い
状
況
が
あ
る
。

離
島
で
あ
る
こ
と
の
教
育
格
差
の
改
善
や
教
育
環
境
の
充
実
、
地
元
の

伝
統
・
文
化
を
学
び
故
郷
へ
の
愛
着
を
育
む
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
改
正
法
で
は
「
教
育
の
充
実
・
文
化
の
継
承
」
に
関
す
る

事
項
が
盛
り
込
ま
れ
、
奄
振
交
付
金
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
遠
隔
教
育
や
自
然
環
境
学
習
な
ど
の
取
り
組
み
に
対
し
、
よ
り

力
強
く
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
教
育
格
差
の
改
善
に

留
ま
ら
ず
、
郷
土
教
育
な
ど
の
奄
美
群
島
固
有
の
地
域
文
化
の
継
承
活

動
に
よ
り
、
群
島
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
島
に
戻
り
夢
を
実
現

し
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
が
、
地
域
の
担
い
手
の
確
保
に

も
つ
な
が
る
と
認
識
し
て
お
り
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
使
命
で
あ
る

と
理
解
し
て
い
る
。

「
沖
縄
と
の
連
携
」
が
同
法
の
基
本
理
念
に
追
加
さ
れ
た
こ
と
で
、
地

理
的
・
歴
史
的
に
つ
な
が
り
の
深
い
沖
縄
と
連
携
し
た
施
策
を
展
開
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
令
和
三
年
に
奄
美
大
島
と
徳
之
島
が
、
沖

縄
県
北
部
及
び
西い

り

表お
も
て

島じ
ま

と
一
体
の
地
域
と
し
て
世
界
自
然
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
た
、
両
地
域
の
連
携
に
よ
る
自
然
環
境
の
保

全
・
調
査
研
究
を
は
じ
め
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
用
し
た
一
体
的
な

観
光
ツ
ア
ー
の
実
施
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。
農
林
水
産
業
分
野
に
お
い

て
は
、
沖
縄
向
け
の
輸
送
コ
ス
ト
の
支
援
に
よ
る
両
地
域
の
物
資
の
移

出
入
の
活
性
化
な
ど
、
多
様
な
分
野
で
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
こ
と

で
、
広
域
的
に
地
域
の
活
力
を
向
上
さ
せ
、
そ
れ
を
奄
美
群
島
に
取
り

込
む
こ
と
で
持
続
的
な
地
域
産
業
の
振
興
開
発
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え

て
い
る
。

若
者
が
夢
を
実
現
す
る
奄
美
群
島
へ

ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
３
に
定
め
ら
れ
た
将
来
像
の
一
つ
に
「
若
者
が
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
、
夢
を
実
現
す
る
島
」
が
あ
り
、
い
ま
奄
美
群
島
に
は
夢

を
実
現
し
よ
う
と
す
る
多
く
の
若
者
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
。
改
正
法

は
、
こ
の
よ
う
な
若
者
た
ち
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
支
え
、
新
た
な
奄
美
群

島
の
礎
を
築
く
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
先
人
た
ち
よ
り
受
け
継
が
れ
て

き
た
奄
美
群
島
の
歴
史
や
伝
統
文
化
を
、
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
へ
つ

な
い
で
い
く
こ
と
で
故
郷
を
誇
り
に
思
い
、
成
長
し
、
活
躍
で
き
る
島

に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
奄
美
群
島
一
二
市
町
村
自

ら
も
挑
戦
を
い
と
わ
ず
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
一
丸
と
な
っ
て
施
策
を
推

進
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。�

■


